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◆一般質問（要旨）……２～５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆行政視察報告………………７面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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▲令和６年１月８日に開催された福生市成人式（実行委員会のみなさん）

令
和
５
年
第
４
回
定
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会
は
、
12
月
５
日
か
ら
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22
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ま
で
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会
期
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間
で
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。
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令和５年度一般会計補正予算等を可決令和５年度一般会計補正予算等を可決
鹿児島県屋久島沖合での横田基地所属CV-22オスプレイの鹿児島県屋久島沖合での横田基地所属CV-22オスプレイの
墜落についての要請文を国等へ提出墜落についての要請文を国等へ提出

令和５年第4回定例会
12月５日～12月22日
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有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）に関する調査等について

保育園等における給食について

桜の老木化に対する市の取組について

学校給食における物価高騰への対応について

▲地下水におけるＰＦＡＳ調査の様子

▲市民文化祭での展示スペース

▲桜の木へ薬剤を散布する様子

　質問　横田飛行場において2010年
から2012年の間に３件の泡消火薬剤
の漏出があった件について、その後
の新聞報道等で市民の関心がさらに
高まる中で市が独自に市内地下水の
調査を行う予定と聞くが、調査に至
る考え方、その目的及び内容を伺う。
　市長　昨今のＰＦＡＳに関する報
道等によりその影響を不安に思う市
民に対し、その不安を早急に解消す

　質問　子どもたちにとって非常に
重要である保育園等の給食はどのよ
うな仕組みで運営され、市はいかな
る支援を行っているのか伺う。
　市長　食育計画を基に園長・栄養
士・調理員などによる献立会議を定
期的に開催し、慎重かつ綿密にメニ
ューを決定している。市は、一定の
基準を満たすことを条件に栄養士や
調理員の増配置に対する上乗せ加算

　質問　福生市の名所である桜並木
や市内の公園に咲く桜を後世に残す
ことは我々の使命である。桜の老木
化に対する市の取り組みを伺う。
　市長　造園業者の樹木診断や職員
の定期巡回による樹木の態様確認を
行うとともに、害虫被害を早期発見
し駆逐するため、防虫ネットや薬剤
による対処を行い、桜の寿命を延ば
すよう取り組んでいる。観光資源と

　質問　景気悪化と物価高騰は当分
の間は回復しないのではないかと思
われる。令和６年度からの給食費の
改定に際し保護者負担額の増は行わ
ないと聞いているが、教育委員会の
物価高に対応するこれまでの取り組
みと給食費改定に至った経緯を伺う。
　教育長　消費者物価指数の全国版
における食材物価の上昇率は、令和
５年４月分は前年同月比で8.4％で

るための取り組みが必要であると考
え、市内地下水のＰＦＡＳに係る現
状の把握を目的として調査を行うこ
ととした。調査項目は、ＰＦＡＳの
うち国により暫定目標値が示されて
いるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡを調査す
る。調査地点は、市内の状況を広く
把握するために７つの小学校区単位
を目安に調査地点を選定し、計10
か所について調査を実施する。調査

を行っている。また、副食費につい
て、物価高騰に対応するため保育園
や保護者の負担を軽減する対策を令
和６年度から開始する予定である。
第53回福生市民文化祭について
　質問　本事業の概要、目的、評価
及び今後の課題と展望について伺う。
　教育長　11月３日から12日のうち、
土・日・祝日の５日間、市民会館、
公民館、さくら会館、茶室福庵で発

しても大切な堤防沿いの桜並木の保
護に努めるとともに、安全確保の視
点から必要な伐採を含め対応したい。
図書館の今後の展望について
　質問　教育委員会から展望を伺う。
　教育長　福生市教育委員会は、図
書館をより一層充実させるため、平
成26年に福生市立図書館基本計画を
策定し、市立図書館の目指す将来の
方向性を示しているが、今後は、大

あり、ここ数年間、食材の高騰が続
いている。このため、学校給食費に
ついて保護者負担額が増加しないよ
う、令和５年度は新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金か
ら約2078万１千円を充当する予定。
しかし、食材費高騰の先行きが不透
明であることや物価高騰対策に係る
国や都の補助金等の交付の見通しも
今後は不明であることなどから、賄

結果は風評被害等を考慮して調査地
点を公表せずに町名単位によって行
うこととし、来年１月末頃の公表を
予定している。調査結果に対する問
合せ等については、国が発行する
「ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡに関するＱ＆
Ａ集」等に基づき、丁寧かつ適切に
対応を行っていく。本調査以降も市
内地下水の状況把握が可能となるよ
うに継続した調査を実施したい。

表や展示等が行われ多くの来場者で
にぎわった。文化祭は文化芸術活動
の成果を発表する場であるとともに
市民文化の向上と潤いのある市民生
活の実現に寄与するものである。今
年度は、新たに市内の高校生や若い
世代の参加もあった。来場者数も２
万5000人でコロナ禍以前の実績まで
戻り、地域の文化芸術の活性化を図
ることができた。

人も子どもも楽しく学べる場として
これまで以上に魅力ある事業を展開
するとともに、本市におけるランド
マークの一つとして市民に愛される
施設とすることを目指す。また、中
央図書館のリニューアルに伴う新た
なサービス等を位置づけるために、
福生市立図書館基本計画の現在の計
画期間を１年間延伸して令和６年度
末までとする。

材料費の不足が生じる懸念があるた
め、教育委員会は福生市学校給食セ
ンター運営審議会からの答申に基づ
き、令和５年10月27日開催の教育委
員会定例会で学校給食費の改定を議
決した。令和６年度以降の学校給食
費は改定して引上げを行う予定だが、
昨今の物価高騰に鑑み、引上げ額相
当分を市費等で負担することで保護
者負担の増額はしない考えである。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は１月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
佐藤 弘治 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
森田 哲哉 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員
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泡消火薬剤の漏出について

廃棄物の中間処理について

ヤングケアラーへの支援について

化学物質の影響から健康と環境を守る取組について

こども食堂について

▲いじめ防止サミットの様子

▲不法投棄注意喚起のポスター

　質問　本年１月25日及び26日に、
横田基地内売店（ＰＸ）の物販搬入
口で起きた泡消化薬剤の漏出につい
て、本市に対する情報提供の有無及
び、本市の対応について伺う。
　市長　11月３日の報道を受けて、
北関東防衛局に対し、事実関係を明
らかにするよう申し入れたが、詳細
な内容や事実関係について米側に確
認しているとして、現在のところ情

粗大ごみについて
　質問　自身で粗大ごみを外へ出せ
ない住民への搬出支援及び今後のサ
ービス向上の取り組みについて伺う。
　市長　自身で粗大ごみの搬出が困
難な方については、有料で搬出サー
ビスを行う福生市シルバー人材セン
ターや市の粗大ごみ収集委託業者を
市ホームページやごみ・リサイクル
カレンダーで紹介している。

　質問　子どもらしく育ち、意思が
尊重されるという子どもの権利が守
られていない状態のヤングケアラー
を一人でも多く早急に救い上げなけ
ればならないと考える。本市におけ
るヤングケアラーへの支援の現状や
調査、具体的支援内容について伺う。
　市長　ヤングケアラーは、子ども
自身や家族に認知してもらうこと、
また、表面化しにくいため、周囲の

　質問　現在、化学物質過敏症の患
者が増加傾向にある。公共施設総合
管理計画等が進む中、患者に配慮し
た検討が必要と考える。公共施設で
の化学物質への環境配慮について、
本市の現在の取り組み状況と化学物
質過敏症の方への対応について伺う。
　市長　公共施設の新築・改修工事
に使用する建材は、揮発性有機化合
物による健康への影響に配慮し、か

　質問　全国的に広がりを見せてい
るこども食堂に対する本市の考えと
支援の取り組み状況を伺う。
　市長　子どもの居場所づくりの緊
急性と重要性が増している中、様々
な地域で各地域のニーズや特性を踏
まえた多種多様な居場所づくりの実
践が行われており、その代表的な取
り組みとしてこども食堂がある。本
市では、令和５年度より地域の子ど

報提供はない。引き続き東京都や横
田基地周辺自治体とも連携し、対応
していく。
小中連携教育について
　質問　小中一貫教育分離型ともい
われている小中連携教育に対する本
市の所見を伺う。
　教育長　本市では、毎年継続的に
取り組んでいるもの、イベントとし
て単発的に行うものなど、全ての中

不法投棄について
　質問　不法投棄は社会問題となっ
ているが投棄されやすい場所、ごみ
の種類、発見後の対応と対策を伺う。
　市長　不法投棄されやすいのは、
人目につきにくい場所や既にごみが
捨ててある場所等である。ごみの種
類は、電化製品をはじめ家具類や自
転車、タイヤ類等様々である。公共
用地では、原則、市が速やかに現場

大人が理解を深め、これまでとの違
いに気づくことが重要である。本市
では、夏季休暇に入る前に児童・生
徒自身の気づきを促す文言や相談場
所を記したチラシを学校を通じて配
布し、周知を行っている。また、子
ども家庭部を始めとし、西多摩保健
所、立川児童相談所、福生警察署、
福生市教育委員会、福祉保健部、民
生委員・児童委員協議会など多くの

つ石綿を含有しないものとし、ホル
ムアルデヒドの放散量が最も少なく
安全性が高い「エフ・フォースタ
ー」の使用を定めている。また、工
事完了後には室内空気中に含まれる
化学物質の濃度測定を実施し、ホル
ムアルデヒド他４つの物質について
基準値を下回ることを確認の上、使
用を開始している。化学物質過敏症
の方への対応については、現在のと

もや保護者等が気軽に立ち寄り、食
事を取りながら相互に交流を行う場
を提供するこども食堂の取り組みに
対し、経費の一部を補助する「福生
市こども食堂支援事業補助金」を創
設し、安定的な実施環境の整備や運
営等に関する支援を開始した。現在、
２つの団体がこの補助金を活用して
いるが、その他にもこども食堂に関
する相談を数件受けていることから、

学校区において小中連携の取り組み
が進められている。また、幼保小連
携の取り組みや、いじめ防止サミッ
ト等、本市小・中学校と都立高等学
校の連携も行っており、幅広い範囲
で連携教育を進めている。今後とも、
全ての児童・生徒のよりよい学びに
資するよう、小中連携教育・小中一
貫教育の充実に向けた取り組みを進
めていく。

確認を行い、撤去を促す警告の貼り
紙を一定期間掲示した後に回収する。
一方、私有地や私道では、土地所有
者や管理者が対応する。対策として、
公共用地では不法投棄抑制の看板設
置等、不法投棄されにくい環境づく
りを行っている。私有地では、侵入
防止策を講じることや草刈り等、清
潔の保持に努めていただくことなど
を市広報等により周知している。

関係機関で組織する要保護児童対策
地域協議会において、ヤングケアラ
ーの状態にある児童・生徒を含め、
要保護児童等の早期発見及び支援、
見守りなどを行っている。具体的支
援内容及び連携については、個別の
状況に応じ各関係機関と連携し、必
要な支援に当たっている。調査は、
国や東京都の報告を基に状況を踏ま
えた上で検討していく。

ころ公共施設の利用に際して健康被
害の相談や要望がないため、特段の
対応は実施していない。
　質問　先進自治体の具体例を伺う。
　企画財政部参事　熊本市の熊本城
ホールでは、授乳室、一部の会議室
等を「からだに優しい内装材」と称
し、仕上げ材や接着剤を天然素材を
原料とした製品に変更し、化学物質
の少ない空間を提供している。

今後さらなる広がりがあるものと考
えている。こども食堂には、子ども
の居場所や子育て支援、孤食対策、
食育、地域拠点・世代間交流などの
ほか、早急な対応が必要な子どもへ
の支援につなげる役割なども期待さ
れる。本市として、市内のこども食
堂が円滑に運営されるよう、今後も
団体等に対して適切な支援を行って
いく。

公明党
原田 剛 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

正和会
仲間 正司 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

正和会
小林 貢 議員
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広域連携について

米軍横田基地について

予約型乗合タクシー（ＡＩオンデマンドモビリティ）について

▲人口ビジョン及び総合戦略をまとめた福生市総合計画（第５期）

▲１月から運行を開始した福祉バス「たなばた号」

　質問　人口減少による労働力不足、
インフラや公共施設の老朽化が進む
ことが想像される。今後を見据え、
広域連携をさらに進めるために、ソ
フト、ハードを含めた課題解決が必
要と考えるが、本市の所見を伺う。
　市長　人口減少は、近年全国的な
課題となっており、本市の人口は、
令和２年３月に策定した人口ビジョ
ン及び総合戦略の人口推計において、

　質問　令和５年１月に泡消火薬剤
が漏出したとする報道についての経
過と対応は。
　市長　11月３日の報道を受け、東
京都と周辺市町連絡協議会を代表し
て、当日中に、都から防衛省北関東
防衛局に対し、事実関係を明らかに
するよう申し入れをした。その後も
横田基地内でのＰＦＯＳ等を含む泡
消火薬剤の現在の保有量、保管場所、

　質問　交通アクセスを補完する新
たな手法としての予約型乗合タク
シーについて本市の所見を伺う。
　市長　予約型乗合タクシーは、Ａ
Ｉを活用し、複数の公共交通やそれ
以外の移動サービスを最適に組み合
わせて検索、予約、決済等を一括で
行うＭａａｓを取り入れたものだが、
本市では交通弱者対策として既に福
祉バスを導入しており、令和６年１

2040年には現在より約15％減少する
と推計している。そのため本市では、
総合戦略を中心とした定住化対策を
図るとともに、広域連携にも積極的
に取り組んでいる。令和６年１月27
日に「６市市長が語る地域自治体連
携シンポジウム」を開催し、広域的
な観点から意見交換をする予定で、
新たな連携についても模索していく。
広域連携は、多様化する市民ニーズ

保管方法及び使用の実態について、
速やかに情報提供するよう要請して
いる。北関東防衛局からは、事実関
係を確認し、分かり次第早急に情報
提供するとのことだったが、現在の
ところ情報提供はない。
有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）によ
る環境汚染問題について
　質問　福生市独自でＰＦＡＳの調
査を行うことを公表したが、その内

月９日から新たに「たなばた号」の走
行開始と既存の「つつじ号」「もくせ
い号」のルート改正も行い、さらな
る利便性の向上を図っている。まず
は、この事業を定着させ、検証を行
うことが大切と考えているため、現
在のところ予約型乗合タクシーを導
入する考えはない。
奨学金返還支援制度について
　質問　近隣市等で若年層向けに、

への対応や人口減少社会において、
効果的・効率的な行政サービスを提
供していくための有効な手段と考え
る。連携に至るには、自治体間にお
ける固有のニーズ等、互いの利害が
一致することが前提となり、諸条件
の合致には、関係機関との対話の中
でお互いに歩み寄る必要があるが、
行政需要等を考慮し、今後も住民サ
ービスの向上に資する連携に努める。

容について伺う。
　市長　11月29日の定例記者会見に
おいて、昨今の報道等により、市民
からＰＦＡＳが自分たちの生活や健
康にどのような影響があるのか不安
に思う声が寄せられており、市民の
不安を解消する取り組みとして、市
内地下水のＰＦＡＳに係る現状を把
握するため、ＰＦＯＳとＰＦＯＡの
調査を実施する旨を説明した。

一定期間の定住、特定業種に就業す
る等を条件に奨学金の返還を支援す
る制度があるが本市の所見を伺う。
　市長　大学生等の若年層をターゲ
ットとする視点は、新たな定住化施
策につながる可能性を持った取り組
みと考えられることから、令和６年
度の人口ビジョン及び総合戦略の改
定作業に当たり、引き続き先行自治
体の取り組みの状況を注視していく。

本市の薬物乱用防止対策について

▲健康まつり会場での薬物乱用防止PRブース

　質問　本市の薬物乱用防止啓発活
動の取り組みについて伺う。
　市長　薬物乱用防止のための啓発
活動を推進し、薬物乱用の根絶を図
ることを目的に、福生市、羽村市、
瑞穂町の２市１町の指導員で構成さ
れた「薬物乱用防止推進福生・羽村・
瑞穂地区協議会」がある。活動内容
は、年１回の総会や東京都主催の研
修会への参加等のほか、中学生を対

象に啓発ポスターや標語の募集を行
っている。さらに、健康まつりなど
でも薬物乱用防止のための啓発活動
を行っている。
小・中学校における児童・生徒の歯
の健康の保持・増進について
　質問　本市における児童・生徒の
歯の健康の把握と実態について伺う。
　教育長　学校が児童・生徒の歯の
健康を把握する機会は、学校保健安

全法に基づき実施する小学校入学前
に行う就学時健康診断と入学後に毎
年行う定期健康診断がある。就学時
健康診断では、歯と口腔の形態・機
能が正常に発育しているかを確認す
る。その結果については、「就学時
健康診断の結果について」という通
知を全ての保護者に渡し、う歯、い
わゆる虫歯がある場合は、入学前ま
でに治療を受けるよう依頼している。

脱炭素社会の取組について
　質問　使用済みペットボトルを新
たなペットボトルに再生させる水平
リサイクルについて市の所見を伺う。
　市長　水平リサイクル「ボトルto
ボトル」は、ペットボトルを資源と
して何度も循環することができ、化
石燃料由来の資源及びＣＯ２の削減
に寄与するものである。現在市が収
集したペットボトルは、主にペット
ボトル以外の衣類や食品トレイなど

プラスチック製品にリサイクルされ
ている。脱炭素社会への一助になる
ものと考え、水平リサイクルを行っ
ている飲料メーカーに対して聞き取
り等を既に実施しており、今後は、
導入している自治体の状況や課題等
の情報収集を行っていく。
こども誰でも通園制度について
　質問　本市の取り組み状況を伺う。
　市長　全ての子育て世帯が就労要

件を問わず保育所等を利用できると
いう点で、市が掲げる「子育てする
ならふっさ」「こどもまんなかふっ
さ」にも通じている。同様の趣旨で
東京都が実施している「多様な他者
との関わりの機会の創出事業」を、
当面は幼稚園で実施する予定で、関
連の補正予算を今定例会でご審議い
ただく。今後も福生市の子ども政策
をさらに広く展開していく。

▲ＰＦＡＳに関する市の記者会見資料

公明党
川﨑 善友 議員

正和会
清水 義朋 議員

正和会
幡垣 正生 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員
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歳入確保の取組について

福生市の農地の保全について

▲福生市公式YouTubeチャンネルのトップ画面

▲市内の農地

　質問　近年、自治体において公式
YouTubeチャンネルを収益化する動
きが広がっている。新たな歳入確保
の取り組みとして、本市の公式チャ
ンネルの収益化について所見を伺う。
　市長　広告収入の収益化は、登録
者数1000人以上、動画の総再生時間
が直近１年間で4000時間以上との条
件があり、本市のチャンネルはこれ
を満たし、令和５年６月に歳入確保

　質問　約30年間で30ha以上の農地
が失われている状況から市は農地保
全についてどのように考え、取り組
んでいるのか伺う。
　市長　令和３年３月改定の福生市
農業振興計画において、福生市農業
の将来像を「福を生む　福生の農地
　チーム福生で　緑の保全」と設定
し、その将来像を実現していくため、
３つの基本方針を定めている。農地

の一つとして収益化を開始した。収
益は「広告単価×広告再生回数」で
算出され、単価は非公表で不明だが、
11月末現在の収入額は１万7302円で
あった。今後も、多くの方に視聴し
ていただける魅力的でわかりやすい
動画を作成し視聴してもらうことで、
歳入につながればと考える。
　質問　現在の取り組みや今後の考
えなどを伺う。

保全のための特定生産緑地の指定、
担い手の育成支援や環境に配慮した
技術向上、安全・安心な地場産野菜
の活用や農業イベントの充実を図り、
市民農園の提供や市内イベントにお
ける地場産農産物の販売などに取り
組むなど、引き続き各関係機関と連
携し、農地の保全に努めていく。
市民農園の開設について
　質問　市が民有地を借り上げ、市

　企画財政部長　動画での情報提供
の重要性を全庁的に共有し、より積
極的に取り組むため、令和５年５月
に秘書広報課でマニュアルを作成し
た。動画は、同課と各担当課で打ち
合せを行った上で作成。公開時には
ハッシュタグ等で検索されやすい工
夫を行い、公開後は視聴者の年齢層
等を分析、次の動画作成に反映させ
るよう努めている。

民農園として開設することは可能か。
　生活環境部長　市民農園を開設す
る場合の要件は、まずは無償かつ長
期間にわたり借りられる農地である
こと。次に、最も重要である需要と
供給のバランスを考慮し、所在する
地域、面積の規模、周辺環境等の状
況等も踏まえて判断している。それ
らの要件等を全て満たしていれば開
設は可能と考えている。

公明党
青木 健 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
議
員
定
数
削
減
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
13
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
必
要
な
議
員
数
、適
正
な
議
員
数
に
つ
い
て
は
、

現
在
福
生
市
議
会
と
し
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿

い
難
い
。

○「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
ト
リ

ガ
ー
条
項
の
発
動
と
ガ
ソ
リ
ン
税
・
軽
油
取
引
税

へ
の
消
費
税
課
税
停
止
・
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」を
政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

（
５
‐
15
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
凍
結
を
解
除
し
た
場
合
に
、

灯
油
や
重
油
が
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
不
公

平
感
や
、
国
と
地
方
の
巨
額
な
財
源
が
減
る
な
ど

の
課
題
が
懸
念
さ
れ
、
国
民
生
活
全
体
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
専
門

か
つ
慎
重
な
判
断
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
意
に
沿

い
難
い
。

○
窓
口
業
務
の
外
部
委
託
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

（
５
‐
16
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
安
定
し
た
業
務
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
に

業
務
の
一
部
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
化

を
進
め
て
き
た
。
適
正
な
理
由
及
び
適
正
な
手
続

き
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
陳
情
主
の
諸

論
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
公
の
施
設
の
行
政
庁
の
位
置
を
条
例
で

定
め
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
17
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
地
方
自
治
法
に
は
指
定
管
理
者
を
行
政
庁
と
す

る
条
例
の
制
定
を
求
め
て
い
る
条
文
は
見
当
た
ら

ず
、
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
団
体
名
・
所
在
地

は
告
示
等
で
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
条

例
を
定
め
る
必
要
は
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い

難
い
。

陳　
情

陳　
情

●
「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
ト
リ

ガ
ー
条
項
の
発
動
と
ガ
ソ
リ
ン
税
・
軽
油
取
引
税

へ
の
消
費
税
課
税
停
止
・
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」
を
政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

■
賛
成

　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
初
め
と
す
る
物
価
高
騰
対
策

は
、
も
は
や
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
ず
、
中
で
も

石
油
価
格
へ
の
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
ト
リ
ガ
ー

条
項
の
発
動
を
含
め
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
き
下

げ
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
物
流
の
血
液
で
あ

る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
下
が
り
、
経
済
の
循
環
も
よ

く
な
る
に
違
い
な
い
こ
と
。

　
ガ
ソ
リ
ン
本
体
価
格
に
は
様
々
な
税
金
が
か
け

ら
れ
お
り
、
本
体
価
格
に
課
税
す
る
と
い
う
の
は

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
こ
と
等
か
ら
、
本
陳
情

に
賛
成
す
る
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、

一
般
職
の
給
与
改
定
に
併
せ
て
市
議
会
議
員
に
支

給
す
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
議
員
報
酬
や
特
別
職
の
給
料

に
つ
い
て
は
福
生
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
て

審
査
さ
れ
る
が
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
そ
の
対

象
か
ら
外
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
く
な
っ
て
い
く
状
況
の
下
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
や
特
別
職
の
報
酬
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
自

粛
す
べ
き
こ
と
。

　
現
状
の
議
員
報
酬
は
、
若
者
世
代
が
立
候
補
し

よ
う
と
思
え
る
よ
う
な
給
与
水
準
で
は
な
く
、
十

分
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
一
日
も
早

く
市
民
全
体
の
暮
ら
し
が
向
上
す
る
政
策
を
実
行

し
、
堂
々
と
引
き
上
げ
を
審
議
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
の
充

実
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
、
引
き
上
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
等
か
ら
、
本
案
に
反
対
す
る
。

討
　
論

討
　
論
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り
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
億
２
１
５
４
万
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
１

３
億
２
０
０
４
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

　
歳
入
で
は
、
国
有
提
供
施

設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付

金
等
の
交
付
額
が
確
定
し
、

前
年
度
比
０
・
５
％
減
の
計

17
億
４
３
８
８
万
７
千
円
。

国
庫
補
助
金
は
、
東
福
保
育

園
建
設
費
補
助
金
に
係
る
就

学
前
教
育
・
保
育
施
設
整
備

交
付
金
、
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
な
ど
で

２
億
１
７
４
２
万
９
千
円
。

都
補
助
金
は
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
建
設
費
等
補
助
金
、
多

様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機

会
の
創
出
事
業
費
補
助
金
な

ど
で
５
４
１
３
万
円
。
こ
の

ほ
か
、
一
般
財
源
の
不
足
を

補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
か

ら
１
億
３
千
万
円
を
繰
り
入

れ
る
も
の
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
福
祉
費

は
、
障
害
者
福
祉
費
の
介
護

及
び
訓
練
等
給
付
費
な
ど
で

８
０
１
２
万
９
千
円
。
児
童

福
祉
費
は
、
子
ど
も
育
成
費

の
東
福
保
育
園
建
設
費
補
助

金
や
幼
稚
園
に
交
付
す
る
多

様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機

会
の
創
出
事
業
補
助
金
な
ど

で
８
４
２
７
万
９
千
円
。
生

活
保
護
費
は
医
療
扶
助
の
増

な
ど
に
よ
り
１
億
１
６
１
６

万
３
千
円
。
保
健
衛
生
費
は
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
影
響
な
ど
に
よ
る
予
防
接

種
事
業
の
増
や
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
費

用
な
ど
で
５
４
２
４
万
９
千

円
。
ま
た
、
地
域
体
育
館
な

ど
４
件
の
指
定
管
理
委
託
及

び
ご
み
総
合
受
付
セ
ン
タ
ー

事
業
委
託
に
つ
い
て
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

●
福
生
第
七
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約

　
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度

に
か
け
空
調
設
備
改
良
工
事

を
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
へ
発
注
す
る
も
の
で
、
予

定
価
格
が
１
億
５
千
万
円
以

上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
会

の
同
意
を
得
る
も
の
。

●
福
生
市
自
転
車
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
福
生
市
営
福
生
駅
西
口
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
扶
桑
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
熊
川
地
域
体
育
館
及
び
福

生
地
域
体
育
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
都
市
計
画
税
の
税
率
の
特

例
を
、
令
和
６
年
度
か
ら
８

年
度
ま
で
の
各
年
度
に
引
き

続
き
適
用
す
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
内
閣
府
令
で
あ
る
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す

る
規
定
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
特
別
利
用
保
育
の
基
準

及
び
特
別
利
用
教
育
の
基
準

に
係
る
読
み
替
え
規
定
を
改

め
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
わ
か
た
け
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
わ
か
た
け
会
館
内
か
ら

福
生
第
五
小
学
校
内
へ
移
転

及
び
名
称
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
障
害
者
福
祉
費
、
生
活
保

護
費
及
び
子
ど
も
育
成
費
の

増
額
の
ほ
か
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
費
用

の
計
上
、
令
和
６
年
度
以
降

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
伴

う
指
定
管
理
委
託
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
に
当
た

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

●
福
生
市
民
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
被
保
険
者
に
係

る
産
前
産
後
期
間
の
所
得
割

保
険
税
及
び
被
保
険
者
均
等

割
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
関

す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
特
定
任
期
付
職
員
の
給

料
表
及
び
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

令
和
５
年
12
月
期
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定

め
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
福
生
市
議
会
議
員
に
支
給

す
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
令

和
５
年
12
月
期
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め

る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
福
生
市
長
等
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
と

と
も
に
、
令
和
５
年
12
月
期

の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 議決結果

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
議案第63号 福生市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第64号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第65号 福生市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第66号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第６号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第67号 福生第七小学校防音機能復旧（復機）工事（空調設備）請負契約 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第68号 福生市自転車駐車場の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第69号 福生市営福生駅西口駐車場の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第70号 扶桑会館の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第71号 熊川地域体育館及び福生地域体育館の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第72号 福生市民会館の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第73号 福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第74号 福生市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × 可決
議案第75号 福生市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ × 可決
議案第76号 福生市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ × 可決
議案第77号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × 可決
議案第78号 福生市手数料条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第79号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第７号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × 可決
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見聴取について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 異議ない

旨を答申

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
一
般
職
の
職
員
の
勤
勉

手
当
の
支
給
割
合
及
び
給
料

表
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

令
和
５
年
12
月
期
の
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定

め
る
も
の
。

●
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
戸
籍
電
子
証
明
書
提
供

用
識
別
符
号
及
び
除
籍
電
子

証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の

発
行
並
び
に
届
書
等
情
報
の

内
容
に
係
る
証
明
書
の
交
付

及
び
閲
覧
に
関
す
る
手
数
料

を
定
め
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、

普
通
交
付
税
の
増
額
及
び
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
や
、

給
与
改
定
等
に
伴
う
職
員
人

件
費
の
増
額
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
物
価
高
騰
支
援
給
付

金
（
追
加
支
給
分
）
給
付
事

業
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
億
４
８
５
５
万
円
を

追
加
、
総
額
３
２
０
億
６
８

５
９
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
中
西
弘
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な

い
旨
を
答
申
す
る
も
の
。
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●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

法
改
正
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
改
良
と
の
こ
と
だ
が
、

改
良
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
、

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
及

び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

へ
、
氏
名
の
振
り
仮
名
の
記

載
に
必
要
な
機
能
を
整
備
す

る
た
め
の
改
良
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
教
育
振
興
事

業
に
つ
い
て
、
多
様
な
他
者

と
の
関
わ
り
の
機
会
を
創
出

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
内
３
つ
の
幼
稚
園

に
て
、
主
に
２
歳
児
を
一
定

程
度
継
続
的
に
預
か
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
対
象
児

童
に
関
す
る
支
援
計
画
の
作

成
や
保
護
者
に
対
す
る
定
期

的
な
面
談
を
実
施
す
る
な
ど

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
準
備
に
つ
い

て
伺
う
。

　

子
ど
も
応
援
館
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
す
る

た
め
、
令
和
６
年
４
月
１
日

の
開
設
に
向
け
て
、
市
民
へ

の
影
響
は
最
小
限
に
な
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

繕
費
、
通
信
運
搬
費
、
予
備

費
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
12
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
特
別
利
用
保
育
の
内
容

と
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に

よ
る
影
響
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

特
別
利
用
保
育
と
は
、

例
外
的
に
保
育
園
に
お
い
て

入
所
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

実
施
自
体
を
現
在
行
っ
て
お

ら
ず
、
今
回
の
条
例
改
正
に

よ
る
影
響
等
は
特
に
な
い
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
生
第
五
小
学
校
内
へ

学
童
ク
ラ
ブ
を
移
転
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
効
果
、
名
称

の
変
更
に
つ
い
て
伺
う
。

　

わ
か
た
け
ク
ラ
ブ
、
田

園
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
た

第
五
小
学
校
の
通
所
児
童
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、

学
校
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
効

果
と
し
て
は
、
学
校
内
に
学

童
ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
安
全
が
確

保
さ
れ
る
。
名
称
の
変
更
は

児
童
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、

第
五
小
学
校
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら「
ゴ
ッ

チ
ク
ラ
ブ
」に
決
定
し
た
。

が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
基
本
協
定
締
結
に
向
け

改
善
点
を
協
議
し
適
正
な
管

理
運
営
を
行
う
。

　
利
用
料
金
算
定
の
根
拠
、

管
理
員
配
置
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

　

令
和
６
年
度
の
３
千
80

万
円
は
、
令
和
４
年
度
決
算

の
約
７
・
６
％
増
を
見
込
む

数
字
で
、
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
に
か
け
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の

減
少
を
見
込
み
、
前
年
度
比

０
・
５
％
ず
つ
減
額
し
た
計

画
と
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
中
に
自
動
精
算
機
及
び
電

磁
ロ
ッ
ク
式
の
駐
輪
ラ
ッ
ク

を
設
置
後
、
管
理
員
の
配
置

を
見
直
す
。

●
福
生
市
営
福
生
駅
西
口
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

収
支
計
画
支
出
の
そ
の

他
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

　
駐
車
場
機
器
等
に
要
す

る
光
熱
水
費
、
駐
車
券
・
レ

シ
ー
ト
等
の
消
耗
品
費
、
修

　
12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

　
中
小
企
業
振
興
資
金
対

策
事
業
の
利
子
補
給
金
及
び

信
用
保
証
協
会
保
証
料
が
増

額
と
な
っ
た
要
因
を
伺
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
国
や
都
が

実
施
し
た
実
質
無
利
子
・
無

担
保
の
融
資
制
度
が
終
了
し
、

条
件
的
に
有
利
で
あ
る
市
の

融
資
制
度
へ
の
申
し
込
み
が

増
加
し
た
た
め
。

　

ご
み
総
合
受
付
セ
ン

タ
ー
事
業
で
債
務
負
担
行
為

を
組
ん
だ
理
由
を
伺
う
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
の

稼
働
開
始
に
伴
い
、
事
務
引

継
や
事
務
機
器
設
置
な
ど
の

事
前
準
備
を
行
い
、
円
滑
に

業
務
を
開
始
す
る
た
め
。

　

ご
み
総
合
受
付
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
を
伺
う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
１

階
の
計
量
窓
口
を
併
設
す
る

事
務
所
に
設
置
す
る
。

●
福
生
市
自
転
車
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　
管
理
経
費
縮
減
の
余
地

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

行政視察報告
全国の市町村の特色ある施策を今後のまちづくりの参考にするため実施した、
常任委員会の先進市視察について報告します。
なお、視察報告書の全文を市議会ホームページに掲載しています。
※�右のＱＲコードよりご覧いただけます。

総務文教委員会 市民厚生委員会建設環境委員会

① 「日本一の桜の里づくり」計画について
コヒガンザクラ樹林を有する高遠城址公園をは

じめ、桜の名所が数多く存在し、咲き誇る桜を大
切にしながら、市民の桜に対する思いやり、愛着
心の醸成を図り「日本一の桜の里」をめざしている。
「地域桜守の会」の活動や美篶小学校の４年生が観
察記録を行うことを通して、環境保全の意識向上
を図っている。
② 「企業誘致等」について
夏は涼しく、冬は晴天に恵まれることなど、自然

環境に恵まれた立地を活かし、1994年以降、主な
製造業だけでも累積49社の企業誘致に成功、温泉
宿やビジネスホテルなどの観光業も行われている。
市民向けテレワーク事業では、業務委託の形で、市
民テレワーカーに仕事を提供することができている。

① 小中一貫教育・防災教育の取り組みについて
東日本大震災の影響で町全体が壊滅的な被害を

受け、令和２年に施設一体型小中一貫教育学校女
川町立女川小・中学校が新設された。特色として、
ハード面では、校舎をはじめあらゆる設備、機能
が大変充実していた。ソフト面では、小中合同職
員会議、小中合同防災訓練等、一体となって取り
組んでいる。
② 小中連携教育・防災教育の取り組みについて
東松島市も震災の甚大な被害を受け、小・中学

校が共に新設され大変充実した施設であった。こ
ちらは施設分離型で、それぞれの学校の独自性が
特色である。また、小中連携はもちろんのこと、
小小連携、地域連携も活発で、家庭、学校、地域
が一体となって防災教育にも取り組んでいる。

①  子どもの育ち支援センター「いくしあ」を拠点
とした子ども家庭総合支援について

「いくしあ」は、児童虐待や不登校、発達障害など、
日々 の暮らしのなかで課題や困難を抱える子どもたちと
子育て家庭に寄り添い支えるため、福祉・保健・教育
などが連携し、０歳からおおむね18歳までの子どもへ
様 な々支援を行っている総合的な施設となっている。
② こども・若者ケアラー（ヤングケアラー）支援

について
ヤングケアラーとは「本来大人が担うと想定さ

れている家事や家族の世話などを日常的に行って
いるこども」とされており、令和３年６月１日に、
全国で初めて、こども・若者ケアラー相談・支援
専門の相談窓口を設置し、介護などを行う子ども
や20代の方を支援する取り組みを行っている。

長野県伊那市宮城県東松島市 兵庫県尼崎市

令和５年10月31日（火）～ 11月１日（水）
視察先 ①長野県伊那市 ②長野県駒ケ根市

令和５年10月30日（月）～ 31日（火）
視察先 ①宮城県牡鹿郡女川町 ②宮城県東松島市

令和５年11月１日（水）～２日（木）
視察先 ①兵庫県尼崎市 ②兵庫県神戸市

▲福生市営福生駅西口駐車場

▲現在のわかたけクラブ
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編

集

後

記

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

去
る
11
月
29
日
鹿
児
島
県

屋
久
島
の
沖
合
に
お
い
て
米

軍
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
―

22
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故

で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

遺
族
並
び
に
関
係
者
の
皆
様

に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
、

定
例
会
初
日
に
横
田
基
地
対

策
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

米
軍
及
び
防
衛
省
に
対
し
、

事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防

止
等
の
要
請
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
を

経
て
要
請
文
を
送
付
し
ま
し

た
。(

内
容
は
１
面
に
掲
載)

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
福

生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号)

が
審
議
さ
れ
、
令

和
６
年
４
月
に
新
設
さ
れ
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」設

置
工
事
や「
ご
み
総
合
受
付

セ
ン
タ
ー
」の
開
設
に
係
る

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」は
、

新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
子
育

て
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
の
無
い
正
月

を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
の
活
気
に
あ
ふ
れ
る
一
年

に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

日
米
合
意
に
基
づ
く
通
報
対

象
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
基
地
内
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
等
を
含
む
泡
消
火
薬
剤
の

漏
出
に
つ
い
て
の
速
や
か
な

情
報
提
供
を
要
請
し
た
。

鹿
児
島
県
屋
久
島
沖
合
で

の
横
田
基
地
所
属
Ｃ
Ｖ
―
22

オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
①
11
月

29
日
、
午
後
２
時
40
分
頃
、

鹿
児
島
県
屋
久
島
の
東
側
の

沖
合
に
て
、
訓
練
中
の
米
空

軍
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
―

22
オ
ス
プ
レ
イ
１
機
が
墜
落

し
た
。
②
12
月
５
日
に
は
、

米
軍
は
乗
員
８
名
全
員
に
つ

い
て
死
亡
を
認
定
し
た
。
③

11
月
30
日
に
は
、
横
田
基
地

に
関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市

町
連
絡
協
議
会
か
ら
、
国
及

び
米
軍
に
対
し
て
、
安
全
性

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
飛
行
停

止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
を

要
請
し
た
。

12
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

横
田
基
地
に
関
す
る
東
京

都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会

が
11
月
22
日
に
実
施
し
た

「
横
田
飛
行
場
内
に
お
け
る 

泡
消
火
薬
剤
漏
出
へ
の
対
応 

に
係
る
要
請
」に
対
し
、
回

答
と
し
て
国
か
ら
次
の
情
報

提
供
が
あ
っ
た
。
①
米
側
か

ら
は
そ
の
事
実
関
係
や
状
況

に
つ
い
て
、
調
査
・
確
認
作

業
を
進
め
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。
②
横
田
飛

行
場
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
含
ま
れ
る
泡
消

火
薬
剤
の
保
管
量
や
保
管
状

況
、
使
用
実
績
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
米
側
に
確
認
を
行
っ

て
い
る
。
③
米
側
に
対
し
、

12
月
５
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
鹿
児
島
県
屋
久
島
沖
合

で
の
横
田
基
地
所
属
Ｃ
Ｖ
―

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
に
つ

い
て米

軍
及
び
国
に
対
し
て
次

の
事
項
を
要
請
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
①
Ｃ
Ｖ
―
22
オ

ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
飛
行

停
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

②
当
該
事
故
の
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
原
因

究
明
を
行
い
、
再
発
防
止
を

図
る
こ
と
。
③
航
空
機
の
点

検
整
備
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
安
全
確
保
の
徹
底
を
図

る
こ
と
。

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

算
を
行
っ
た
上
で
税
率
、
充

当
率
の
検
討
を
行
い
、
現
行

税
率
１
０
０
分
の
０
・
24
を

引
き
続
き
適
用
す
る
と
い
う

結
論
を
庁
議
で
審
議
し
、
議

案
提
案
に
な
っ
た
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　

光
熱
水
費
の
高
騰
に
つ

い
て
、
新
電
力
い
わ
ゆ
る
Ｐ

Ｐ
Ｓ
と
の
契
約
内
容
及
び
全

体
的
な
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

従
前
の
契
約
が
令
和
５

年
10
月
末
を
も
っ
て
期
間
満

了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
入

札
に
よ
り
新
電
力（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

と
令
和
５
年
10
月
よ
り
13
か

月
の
契
約
を
締
結
、
こ
れ
に

よ
り
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
の
影
響
か
ら
、
基

本
料
金
単
価
等
が
従
前
の
契

約
よ
り
か
な
り
上
昇
。
電
気

使
用
量
が
変
化
し
て
い
な
く

て
も
、
歳
出
見
込
み
に
不
足

が
生
じ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

補
正
が
必
要
に
な
る
。

●
福
生
第
七
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空
調

設
備
）請
負
契
約

　
契
約
を
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
に
発

注
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　

代
表
者
（
大
企
業
）
と

構
成
員
の
（
中
小
企
業
）
間

で
Ｊ
Ｖ
を
結
成
し
工
事
を
受

注
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
。

●
扶
桑
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
選
定
が

非
公
募
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
適
正
な
選
定
が
な
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

　

非
公
募
と
は
い
え
財
務

審
査
、
第
一
次
審
査
、
第
二

次
審
査
、
そ
れ
ぞ
れ
満
点
中

70
％
以
上
の
得
点
を
得
な
け

れ
ば
、
不
選
定
と
な
る
手
順

を
踏
ん
で
お
り
、
適
正
に
選

定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

●
熊
川
地
域
体
育
館
及
び
福

生
地
域
体
育
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
の
応
募
者
が

１
事
業
者
し
か
な
か
っ
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
伺
う
。

　

１
者
し
か
な
っ
た
要
因

は
、
市
と
し
て
も
把
握
し
難

い
が
、
昨
今
の
人
材
・
人
手

不
足
等
が
考
え
ら
れ
る
。
選

定
審
査
で
は
、
財
務
審
査
、

第
一
次
審
査
、
第
二
次
審
査

と
適
正
な
選
定
を
行
い
、
ま

た
、
応
募
事
業
者
に
は
応
募

が
１
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
伝

え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
競

争
性
が
機
能
し
て
い
た
と
考

え
て
い
る
。
指
定
期
間
中
も

施
設
所
管
課
と
指
定
管
理
者

の
間
で
例
月
の
会
議
を
開
催

し
、
指
定
管
理
事
業
の
実
施

状
況
把
握
、
情
報
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

各
年
度
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
常
に
適
正
な
管
理

や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善
向

上
に
努
め
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
選
定
手
続
き
上
、
問

題
な
く
、
指
定
後
も
管
理
や

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向
上

が
図
れ
る
よ
う
適
切
に
対
処

し
て
い
く
。　

●
福
生
市
民
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
産
前
産
後
の
保
険
税
を

減
額
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

施
行
日
は
令
和
６
年
１
月
１

日
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
税
の
税
収
へ
の
影
響

額
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
の
影
響
額

は
、
18
万
円
、
令
和
６
年
度

は
73
万
円
の
税
収
減
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
12
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

３
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
の
改
正
に
あ
た

り
、
検
討
状
況
、
提
案
ま
で

の
経
過
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

税
率
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
７
月
に
都
市

計
画
税
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

令
和
６
年
度
以
降
の
都
市
計

画
事
業
、
ま
た
、
将
来
予
定

さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
事
業

の
有
無
、
事
業
量
な
ど
の
積

総
務
文
教
委
員
会

次回定例会【令和6年第1回】のお知らせ（予定）
～ぜひ、傍聴にお越しください～

日 月 火 水 木 金 土
2/25 26 27 28 29 3/1 2

本会議
午前10時開会

3 4 5 6 7 8 9

予算審査

特別委員会
午前10時開会

10 11 12 13 14 15 16

常任委員会
午前10時開会

17 18 19 20 21 22 23
春分の日 議会運営

委員会
午前10時開会

24 25 26 27 28 29 30

本会議
午前10時開会

会期：令和６年２月27日～３月26日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

一般質問 一般質問 一般質問 一般質問

　
現
在
の
指
定
管
理
者
の

主
な
事
業
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
事
業
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

現
在
の
指
定
管
理
者
に
対
し

て
公
民
館
長
と
し
て
の
所
感

を
伺
う
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
有

名
バ
ン
ド
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
や
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
ラ

イ
ブ
、
ま
た
、
地
元
ゆ
か
り

の
方
々
の
出
演
に
よ
る
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施

し
た
。
公
民
館
長
の
所
感
と

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

様
々
な
制
限
の
中
、
工
夫
を

し
な
が
ら
各
種
事
業
を
行
う

な
ど
、
苦
労
さ
れ
た
点
が

多
々
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、

適
切
に
指
定
管
理
業
務
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と

感
じ
て
い
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
、
閉
会
中
も
含
め
８
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
の
委
員
会
に
お

い
て
、
今
後
、
議
会
改
革
に

つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

ま
ず
は「
議
員
定
数
」と「
議

場
等
の
放
送
設
備
の
更
新
」

を
議
題
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
19
日
の

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情

１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

▲リニューアルオープン前の中央図書館を視察

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
活
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か
ら

特
別
委
員
会
活
動
か
ら


